
事 業 名 資源管理に必要な情報提供事業

予算区分 諸収入＋一般財源

事業実施期間 平成 9 年～
担 当 者 上田幸男，安藤大輔，石川湯子

共同研究機関等 各府県水産研究機関

＜目的＞

資源管理型漁業の推進と効率的な操業を支援することを目的に，本県沿岸域の漁海況を分

析し，迅速に情報を提供する。

＜方法＞

漁業調査船「とくしま」による海洋観測結果，南西東海海況速報，地先水温情報 (鳴門庁舎，
美波庁舎，牟岐水産資源栽培センター汲み上げ海水水温 )及び県下 8 漁協 (和田島，椿泊，橘
町，伊島，由岐，牟岐東，鞆浦，宍喰漁協 )の漁況情報を収集し，分析検討したうえで速やかに
週間漁海況情報 (令和 3 年 14 ～ 50 号，令和 4 年 1 ～ 13 号 )としてホームページ，ファックス及
び新聞により情報を提供した。また，最新の海況図を月～金曜日に，鳴門，日和佐，牟岐地区

の地先水温情報ホームページで公表した。

＜結果＞

週間漁海況情報は徳島県立農林水産総合技術支援センターのホームページに掲載すると

ともに，徳島新聞朝刊の経済面に毎週掲載した。情報を見ていただくと黒潮の動き，地先水温

及び県下の主要な漁業の動向を理解することができる。 2021 年の黒潮の動向，地先水温など
の海況と漁況の動向について表 1 にまとめた。

＜今後の課題＞

伝票から入力している標本漁協があるので，効率化を図る必要がある。また，海況の予測が

担当者の視覚的な経験則に依存しているので，漁海況予測システム構築事業を通じて機械学

習による予測を徐々に導入したいと考えている。

大切なことは年 50 号を決められた火曜日に海況図とともに実直にホームページに公表する
とともに漁獲データを丁寧にデータベース化していくことである。

＜次年度の計画＞

毎週 1 回の頻度で週間漁海況情報を提供する。

＜結果の発表・活用状況等＞

農林水産総合技術支援センターのホームページに掲載するとともに，徳島新聞朝刊の経済

面に掲載した。



表 1 ． 2021 年の海況と主要漁況の動向


